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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　骨または脊椎に固定するためのシャンク（３，３０，３００）、および前記シャンク（
３，３０）に接続された頭部（４，４０，４００）を有する要素（２，２′，２′′，２
００）と、前記頭部を受けるための受け部分（５）とを有し、
　前記受け部分はロッドを挿入するためのＵ字形の凹部を有し、
　前記Ｕ字形の凹部内に前記ロッドを固定するための固定用ねじ（１６，５６，５９）を
設けた動的固定装置であって、
　前記頭部に作用する圧力要素（２０，２５，５０）を備え、
　前記圧力要素は、前記受け部分の内径よりも小さい直径を有する弾性の部分を有し、
　前記弾性の部分は、前記ロッドを固定した状態において予備圧縮され、前記要素（２，
２′，２′′，２００）が動いて、前記頭部（４，４０，４００）が前記受け部分内で旋
回すると、前記頭部（４，４０，４００）に復原力を及ぼすように形成される、動的固定
装置。
【請求項２】
　前記圧力要素（２０，２５，５０）は、前記頭部（４，４０）のうち、前記シャンク（
３，３０）に背を向ける側に作用することを特徴とする、請求項１に記載の動的固定装置
。
【請求項３】
　前記圧力要素（２０，５１）は、エラストマから形成されることを特徴とする、請求項
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１または２に記載の動的固定装置。
【請求項４】
　前記圧力要素（２５）は、少なくとも１つのばね要素（２８）を含むことを特徴とする
、請求項１または２に記載の動的固定装置。
【請求項５】
　前記頭部（４，４０）は、前記シャンク（３，３０）から背を向けた側で平坦な面（７
，４２）を有し、前記圧力要素（２０，２５，５０）は、それと協働する平坦な面を有す
ることを特徴とする、請求項１から４のうちの１つに記載の動的固定装置。
【請求項６】
　前記頭部（４，４０）は、前記シャンクから背を向けたその端部で開いた縁部（６，４
１）を有することを特徴とする、請求項５に記載の動的固定装置。
【請求項７】
　前記受け部分（５）は、前記頭部（４，４０）の支持面（１２）を有し、前記支持面お
よび／または前記頭部は、摩擦を減じるために研磨されるかまたはコーティングされるこ
とを特徴とする、請求項１から６のうちの１つに記載の動的固定装置。
【請求項８】
　曲げられない中間要素（２１）が、前記受け部分（５）に挿入された状態で、圧力要素
（２０）のうち、前記頭部（４，４０）から背を向けた側に設けられることを特徴とする
、請求項１から７のうちの１つに記載の動的固定装置。
【請求項９】
　前記頭部（４０）および前記シャンク（３０）は分離された部分として形成され、前記
シャンク（３０）は、前記頭部の中心軸に対して予め定められた角度αで前記頭部に接続
することができることを特徴とする、請求項１から８のうちの１つに記載の動的固定装置
。
【請求項１０】
　前記圧力要素（５）は、円筒形として形成され、第１の弾性部分（５１）と、Ｕ字形の
凹部（５３）を有する、隣接する第２の曲げられない部分（５２）とを有し、前記凹部に
よって２つの開いた脚（５４，５５）が形成され、前記Ｕ字形の凹部（５３）の深さは、
前記受け部分に配置されるべきロッド（１００）の直径よりも大きいことを特徴とする、
請求項１から９のうちの１つに記載の動的固定装置。
【請求項１１】
　前記圧力要素（５０）は２つの部分で形成され、一方の部分は前記弾性部分（５１）に
よって形成され、他方の部分は前記Ｕ字形の凹部を有する曲げられない部分（５２）によ
って形成されることを特徴とする、請求項１０に記載の動的固定装置。
【請求項１２】
　前記圧力要素（５）は、前記受け部分に挿入されるべきエラストマから製造される挿入
物として形成され、前記ねじ頭を圧力をかけた状態で型にはめるための支持面を有するこ
とを特徴とする、請求項１から１１のうちの１つに記載の動的固定装置。
【請求項１３】
　前記挿入物はリング状であり、前記ねじ頭を取り囲むことを特徴とする、請求項１２に
記載の動的固定装置。
【請求項１４】
　前記圧力要素（２０，２５，５０）は、第１の圧力要素であり、リング状で前記ねじ頭
を取り囲む第２の弾性圧力要素（６００）が設けられることを特徴とする、請求項１から
１３のうちの１つに記載の動的固定装置。
【請求項１５】
　前記第２の圧力要素は、Ｏリングまたは成形されたリングとして形成されることを特徴
とする、請求項１４に記載の動的固定装置。
【請求項１６】
　前記圧力要素（２，２５，５０）は、前記頭部および前記ロッドの間に配置され、前記
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ロッドが前記Ｕ字形の凹部の底部にあるときに、挿入されたロッドの圧力によって予め圧
縮されるように形成されることを特徴とする、請求項１から１５のうちの１つに記載の動
的固定装置。
【請求項１７】
　ロッド（１００）に接続された少なくとも２つの固定装置（１，１′；１０１，１０１
′）を有する、骨のための動的安定化装置であって、前記固定装置（１，１′；１０１，
１０１′）のうちの少なくとも１つは、請求項１から１６のうちの１つに記載の動的固定
装置であることを特徴とする、動的安定化装置。
【請求項１８】
　前記固定装置（１０１，１０１′）の間で、ばね要素（１０２）がロッド上に設けられ
ることを特徴とする、請求項１７に記載の動的安定化装置。
【請求項１９】
　前記受け部分が、前記要素の前記頭部（４，４０，４００）が載せられる前記受け部分
の部分（１２）を備え、
　前記受け部分の部分（１２）および前記頭部（４，４０，４００）のいずれか一方また
は両方が、滑らかになるように研磨されるか、滑り特性を増大させる材料でコーティング
され、それによって、前記頭部（４，４０，４００）が前記受け部分の前記部分（１２）
内を旋回可能であることを特徴とする、請求項１に記載の動的安定化装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、骨、特に脊椎のための、動的固定装置およびこのような固定装置を有する動
的安定化装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　椎間板の欠陥を治療するための周知の方法では、手術によって欠陥のある椎間板を除去
し、椎間の空間を２つの隣接する椎体で補強する。この方法において、脊柱のうち、補強
された脊柱の区分に隣接した部分は、特に椎間板の領域において過度に圧力を加えられる
。別の治療方法では、欠陥のある椎間板を除去して、次に人工的な椎間板を挿入する。大
半の場合において、後方面関節および靭帯装置も激しい損傷を受けるため、通常、後部側
からの人工的な椎間板の動きは自然に制御されない。したがって、高い剪断力および回転
力によって、治療されている脊柱の区分に研磨効果がもたらされる。
【０００３】
　ＤＥ　４２　３９　７１５　Ｃ２から、脊椎を安定化するための固定システムが周知で
あり、骨に固定された部分への回転のおよび交互の押し圧力および引き圧力を減じること
ができる。しかしながら、運動の弾性減衰または運動の案内は可能ではない。
【０００４】
　ＥＰ　０　６６９　１０９　Ｂ１から、隣接する胸椎を安定化するための装置が周知で
あり、この装置を用ると、損傷を受けた椎間板および椎間関節を後部側から部分的に圧力
から解放することができる。装置は２つの茎ねじ（pedicle screws）を有し、この茎ねじ
は、弾性の合成素材からなるバンドにそれぞれ堅く接続され、付勢したバンドを介して互
いに接続される。弾性バンドに押込まれた耐圧縮ボディが２つのねじ頭の間にさらに設け
られ、圧力による力を伝達する。しかしながら、耐圧縮ボディを備えたこの種類の織物バ
ンドを用いると、脊柱の動きの区分にいかなる多軸の案内による安定性をもたらすことも
できない。
【０００５】
　ＵＳ５，４７４，５５５から、ねじ要素とそれに接続された受け部分とを有する、ロッ
ドのための多軸骨ねじが周知であり、これは受け部分および脊椎の間で制限された動きを
可能にする。しかしながら、動きの弾性減衰はこのねじでは可能ではない。
【０００６】
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　ＵＳ５，９６１，３５６から、多軸骨ねじの形態をした固定要素が周知であり、頭部に
作用する圧力要素は、挿入されたロッドに作用するばね要素を含む。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の目的は、たとえば骨または脊椎における、たとえばロッド等の機械的装置の動
的な固定を可能にし、かつ特に、動きの案内を安定化させかつ人工的な椎間板への圧力を
軽減するための動的安定化装置で用いることのできる固定装置を提供することである。本
発明の他の目的は、後部側から、動きの制御および人間の椎間板への圧力の軽減を可能に
する、骨、特に脊椎のための動的安定化装置を提供することである。
【０００８】
　この目的は、請求項１に記載の固定装置、または請求項１７に記載の動的安定化装置に
よって達成される。本発明のさらなる展開は従属クレームにおいて言及される。
【０００９】
　本発明のさらなる特徴は、図を用いた実施例の説明から明らかになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　特に図１から３に見られるように、動的固定装置１は多軸ねじとして形成される。これ
はねじ要素２を有し、このねじ要素は、ねじを切られたシャンク部分３、およびそれと一
体化して構成された頭部４、ならびに受け部分５を有する。頭部４は、実質的に球の区分
の形状に形成され、シャンク部分３とは反対側の端部で、開いた縁部またはカラー６を有
して、平坦な正面７が形成されるようにし、この正面の直径は球の区分のような形状をし
た頭部の部分の直径よりも大きい。ねじ込み式工具と係合させるための凹部が、正面７に
さらに形成される。
【００１１】
　受け部分５は、実質的に円筒形状に対称になるように形成され、その端部の一方で、軸
方向に対称的に方向付けられた第１のボア１０を有し、その直径は、シャンク３のねじを
切られた部分よりも大きく、球の区分のような形状をした頭部４の部分の球径よりも小さ
い。これはさらに、第１のボア１０の反対側の端部で開く共軸の第２のボア１１を有し、
その直径は、ねじ要素２が開いた端部を通って案内されるのに十分な大きさであり、その
ねじを切られた部分が第１のボア１０を通り、球の区分の形状をした頭部４の部分が第２
のボアの底面の所までくるようにする。受け部分において、第１のボア１０に隣接して部
分１２が設けられ、これは中空の球の区分のような形状であり、その半径は、球の区分の
ような形状をした頭部４の部分の半径と実質的に同一である。受け部分は、開いた端部か
ら第１のボア１０に向かって延在するＵ字形の凹部１３を有し、その底面は第１のボア１
０に向けられ、これによって２つの開いた脚１４が形成され、そのうちの１つのみが図に
示されている。雌ねじ１５は、脚１４の開いた端部に隣接した受け部分に形成される。Ｕ
字形の凹部１３の幅は、そこで受けられるべきロッド１００の直径よりも最小限に大きく
、これは複数のこのような多軸ねじを接続する。Ｕ字形の凹部の深さは、ロッドが配置さ
れるときに、固定ねじ１６を脚の間にねじ込むことができるような寸法にされる。
【００１２】
　球の区分のような形状をした受け部分の部分１２は、好ましくは、滑らかになるように
研磨されるか、または滑動力を増大させる素材でコーティングされて、頭部４が、球の区
分のような形状をした受け部分の部分において容易に旋回することができるようにする。
代わりにまたはさらに、頭部４は滑らかになるように研磨されるか、またはコーティング
される。
【００１３】
　挿入されたロッド１００およびねじ要素の頭部４の間に、圧力要素２０が設けられる。
圧力要素２０は、円筒形の形状で形成され、その直径は受け部分の第２のボア１１の内径
よりも小さく、これは好ましくは、頭部の正面７の直径と同一である。圧力要素２０の軸
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方向の長さは、頭部４の正面７が、挿入された状態において、Ｕ字形の凹部１３の底部か
ら有する距離よりも僅かに長いか、またはそれと同一である。圧力要素は、エラストマか
ら形成されるものとして示された実施例において弾性的に構成される。
【００１４】
　圧力要素２０および挿入されたロッド１００の間に、キャップ２１がさらに設けられ、
これはロッドに面する側で圧力要素を覆い、曲げられない素材、たとえば合成部材または
体に適合する金属から構成される。キャップ２１の外径は、キャップが受け部分の第２の
ボアにおいて滑動することによって置換え可能であり、キャップの内径は、これが圧力を
加えられていないときに圧力要素２０の外径に実質的に対応する。キャップは、圧力要素
が圧力を加えられたときに、半径方向に拡大することができるだけ、圧力要素と重複する
。
【００１５】
　図１は、圧力を加えられていない状態を示しており、ここでねじ要素２、圧力要素２０
およびキャップ２１は、受け部分に挿入され、ロッド１００はＵ字形の凹部１３に配置さ
れるが、内ねじはまだねじで締められていない。この状態で、キャップ２１のうち圧力要
素２０に背を向けた側面２２は、Ｕ字形の凹部１３の底部よりも最小限高い位置にあるた
め、ロッドはキャップの表面２２のその下面で静止することにより、ギャップ２３がロッ
ドの下面とＵ字形凹部１３の底部との間に形成されるようにする。
【００１６】
　動作において、図１に示されるように、最初にねじ要素２を、頭部が、球の区分のよう
な形状をした受け部分の部分１２にもたれるまで、その開いた端部から受け部分５に挿入
する。次に、ねじ要素を脊椎にねじ込む。次に、圧力要素２０を、その上に配置されたキ
ャップ２１とともに受け部分に挿入し、受け部分を位置合わせし、ロッドを配置する。最
後に、内ねじ１６を受け部分にねじ込む。
【００１７】
　図２に示されるように、内ねじは、それがＵ字形の凹部の底部にロッドを押し付けてそ
れを固定するまで、ねじ込まれる。同時に、ロッドをキャップ２１に押し、これはロッド
によって圧力要素の表面全体に及ぼされる圧力の力を均等に分配するように機能する。圧
力要素の弾性のために、それはロッドによって及ぼされる力を介して事前に圧縮される。
同時に、圧力要素は、図２に示されるような半径方向において外部に曲がった形状を帯び
る。図２に示された状態において、圧力要素２０はねじ頭４に対して付勢され、復原力の
ために、頭部の正面７でその下面を均等に押す。このようにして、頭部は、球の区分のよ
うな形状をした受け部分の部分１２を押す。
【００１８】
　椎体にねじ込まれたねじ要素２は、脊柱の自身による動きによって、その静止位置から
動かされる。ロッド軸に対して９０°の角度でロッド軸に向かって脊椎が動くと、圧力要
素が均一に圧縮されるが、受け部分に対するシャンクの角度は変化しない。ロッド軸に対
して９０°以外の角度で脊椎が動くと、図３に示されるように、頭部が旋回し、これは球
の区分のような形状をした受け部分の部分１２を容易に滑動させる。これによって、ねじ
頭の正面７は一方側で圧力要素に圧縮力を及ぼし、これによって圧力要素が縁部の一方側
付近で圧縮される。一方、反対側で、付勢された圧力要素は、圧力の解放のために拡大す
る。したがって、圧力要素は、常にねじ頭と接触したままである。
【００１９】
　圧力要素の弾性のために、圧縮は、ねじ頭に復原力をもたらす。このようにして、脊椎
を外科医によって置かれたその元の位置へ戻す動きが支持される。
【００２０】
　所望の圧縮性を有する圧力要素のためのエラストマ素材を選択することによって、脊椎
の動きの制限を設定することができる。素材は僅かに圧縮することができる場合、装置は
静止位置から僅かにそらすことができる。素材を強度に圧縮することができる場合、より
広い旋回範囲が可能である。体に適合したエラストマは、エラストマ素材、たとえばポリ
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ウレタンまたはポリシロキサンとして用いることができる。
【００２１】
　旋回範囲は、受け部分の第２のボアの直径に対するねじ頭のカラー６の直径を選択する
ことによって、さらにまたは追加的に設定することができる。カラー６がねじ要素２の旋
回された位置で受け部分の壁に当接するときに、さらに旋回することはできない。
【００２２】
　図４は、第２の実施例に従った圧力要素２５を示している。圧力要素２５は、下方部分
２６と上方部分２７とからなる箱形に形成されたハウジングを有し、これは蓋のように下
方部分を閉じる。内部では、互いに向かい合った少なくとも２つのコイルばね２８（好ま
しくは、円周方向に均等に距離をあけた４個以上のコイルばね）が配置され、その端部の
一方は下方部分に接続され、他方の端部は上方部分に接続される。コイルばね２８は、図
３に示されるようにハウジングの壁の近くに配置され、圧縮力は、圧縮要素の中心よりも
縁部の方が強い。コイルばねの強度は、所望のまたは必要とされる圧縮がねじ頭を介して
達成することができるように選択される。
【００２３】
　固定要素が第２の実施例に従った圧力要素を有する場合に、第１の実施例に記載された
キャップ２１は必要ない。なぜなら、圧力要素の上方側は、曲げられない素材からなるか
らである。
【００２４】
　動作は第１の実施例のように行なわれる。受け部分における圧力要素２５の横方向のず
れを防ぐために、さらなる変形において、圧力要素の直径は、受け部分の第２のボア１１
の直径よりも僅かに小さい。
【００２５】
　さらなる実施例において、圧力要素それ自体がコイルばねとして形成される。コイルば
ねの直径は、第２の実施例の箱型のハウジングの直径に対応する。他の種類のばね、たと
えば１つ以上の皿ばねも可能である。
【００２６】
　第１の実施例の、エラストマから形成される圧力要素２０におけるさらなる実施例にお
いて、コイルばねは、図４に従ったものと同一のまたはそれと類似した構成に含まれ、圧
力要素の製造の際に型にはめられる。これらはさらに、エラストマの弾性特性を支持する
ように機能する。
【００２７】
　第１の実施例の変形において、圧力要素２０およびキャップ２１は受け部分５に事前に
装着され、たとえば受け部分に設けられた、波形にされたボアおよびこれらに対応する圧
力要素における皿孔によって、外れて外側に落ちないように固定される。この場合、圧力
要素２０およびキャップ２１は共軸の中央ボアを有し、このボアは、ねじ工具が案内され
てねじ要素２を骨にねじ込むのを可能にする。圧力要素およびキャップが事前に装着され
ていない場合に、ボアを設けることができる。
【００２８】
　さらなる実施例において、圧力要素は、キャップ２１および／または頭部の正面７に面
する面が、圧力要素の内部に向かって凹状に曲がるように形成される。これは、キャップ
の平坦な面および／またはねじ頭と協働して、縁部における圧力の弾性における増加をも
たらす。
【００２９】
　さらなる変形において、頭部はカラーを有さず、たとえば図６に示されるような半球形
に形成されて、正面がねじ頭の最大直径を有するようにする。決定的に重要なのは、圧力
要素と協働するための十分に大きな正面があるため、縁部において力の伝達が保証される
。
【００３０】
　図５ａに示された固定要素の第２の実施例において、受け部分５に対するねじ要素２の
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静止位置は、受け部分の中心軸Ｍに対する角度αであり、この角度は０とは異なる。この
場合、ねじ要素２′は２つの部分で構成される。これは、頭部４０と、それに接続するこ
とができるねじを切られたシャンク３０とを含む。ねじを切られたシャンク３０は、その
端部のうちの一方で、ねじを切られていない部分３１を有する。この端部で、ねじ工具と
係合させるための凹部３２が正面にさらに設けられる。頭部４０は、第１の実施例のねじ
要素におけるように、球状の区分のような形状をした部分と、カラー４１とを含み、この
カラーは、シャンクに背を向けた側でこの球状の区分と隣り合い、圧力要素と協働するた
めの正面４２を有する。正面に背を向けた側で、頭部４０は、頭部の対称軸に対して予め
定められた角度αで走るボア４３を有する。このボアの直径は、シャンク３０のねじ山を
切られていない部分３１の外径と同一であるため、シャンクを摩擦固定によってボアに挿
入することができる。挿入されたシャンクへの締め付け効果を向上させるために、頭部は
、その壁にスリット（図示せず）を有することができ、ボアはばね縁部を有する。
【００３１】
　代わりに、雌ねじをボア４３に、整合する雄ねじをシャンク部分３１に設けて、シャン
クを頭部にねじ込むことができるようにする。
【００３２】
　固定装置の残りの部分は、図１から３またはその変形に従った実施例と同じである。
【００３３】
　動作において、最初にシャンク３０を脊椎にねじ込む。次に、その第１のボア１０を有
する受け部分５を、シャンク３０に、または突出するねじを切られていない部分３１に、
そして圧力要素を有する頭部４０に対角線状に配置し、適用可能であれば、キャップを、
好適な工具およびシャンクに押し込まれたボア４３によって、事前に圧縮された状態で、
受け部分に挿入する。したがって、シャンク３０の長手軸は、頭部４０の中心軸に対して
、したがって受け部分５の中心軸に対して予め定められた角度αを有する。その後で、ロ
ッドを配置して、最後に、第１の実施例におけるように、すべてが内ねじ１６を介して固
定される。第１の実施例におけるように、脊椎が動くと、復原力によって頭部がその静止
部分に再び戻される。角度はボア４３の角度によって予め設定されるが、外科医は、受け
部分をその軸のまわりで回転させることによって、または頭部を最小限に旋回させること
によって、調整することができる。
【００３４】
　第２の実施例のさらなる変形において、頭部はシャンクと一体化して構成されるが、弾
性の圧力要素のための支持面を形成する頭部の正面は、シャンクの軸に対する角度である
。図５ｂから５ｅにおいて、この種類のねじ要素２００の製造ステップが示されている。
ねじ要素２００は、ねじを切られたシャンク３００と、それと一体化して接続されかつ球
の区分の形状をした頭部４００とを有する。これは、図５ｂに示されるように、正面７０
０がシャンクの軸に対して予め定められた角度を有するように加工される。それに続いて
、図５ｃに示されるように、雌ねじを有するボア７０１が生成され、これは正面７００と
垂直に延びる。このボアに、図５ｃに示されるように、カラー形状の頭部と後で骨にねじ
込むための凹部６０１とを有するねじ６００を頭部にねじ込み、カラーの直径は頭部４０
０の直径よりも大きい。次に、図５ｅに示された完成したねじ要素２００を受け部分に配
置する。
【００３５】
　動作において、ねじ要素２００を受け部分に配置し、次に骨にねじ込む。シャンクの軸
に対する予め定められた角度で延びる正面７００によって、ねじ要素２００は、静止位置
において受け部分に対する予め定められた角度を有する。圧力要素およびロッドの挿入は
、先述されたように行なわれる。
【００３６】
　カラーは、ねじ要素と一体化して構成することができる。
【００３７】
　図１０ａから１０ｃに示された第２の実施例のさらなる変形において、頭部がもたれる
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球の区分の形状をした部分を有するのは受け部分５それ自体ではなく、受け部分において
、エラストマから製造された挿入要素５００が設けられ、この挿入要素は円筒形の外壁と
ともに構成され、第１のボア１０から横方向に始まる球の区分のような形状をした頭部の
部分を囲むか、または図１０ａに示されるように、リング状に構成され、ねじ頭のための
１つのみの支持面５０１を有する。さらに、曲げられない圧力要素５０２が設けられ、こ
れは頭部４を押す。圧力要素５０１は、ねじ頭に適合する球の区分のような形状をした凹
部を有する。動作において、ねじ２および受け部分５を互いに対して調整した後で、ねじ
頭４を、挿入要素に対する所望の角度で、固定ねじ１６および圧力要素５０２を介して押
す。なぜなら、これは、図１０ｂに示されるように、付勢された状態で、容易に互いに押
されるからである。この位置は静止位置を形成する。脊椎が動くと、ねじ頭は挿入要素５
００を押すため、ねじ頭はこの点で挿入要素を変形させ、図１０ｃに示されるように、ね
じが静止位置から動くことができるようにする。同時に、生じる復原力によって、頭部は
その静止位置に戻される。この実施例において、静止位置を形成するとされる、受け部分
に対するねじシャンクの所望の角度を自由に設定することができる。
【００３８】
　さらなる変形において、圧力要素は楔形として形成される。
【００３９】
　図６に示された第３の実施例において、固定装置は、頭部およびロッドを別々に圧力を
加えることができるように形成される。この目的のために、第１の実施例とは対照的に、
圧力要素５０は、第１の弾性の部分５１と、それに隣接した第２の曲げられない部分５２
とを有し、これらは互いに堅く接続され、これはＵ字形の凹部５３を有し、その寸法は、
ロッド１００をその中に配置することができるようなものにする。円筒軸の方向に見られ
る圧力要素のＵ字形の凹部の深さは、ロッドの直径よりも大きい。Ｕ字形の凹部によって
形成された開いた脚５４，５５は、それが配置されるときにロッドを超えて突出する。さ
らに、ナットまたはブッシングタイプの閉鎖要素５６が設けられ、これは、受け部分の雌
ねじと協働する雄ネジ５７と雌ねじ５８とを有する。内ねじ５９は閉鎖要素５６に設けら
れる。
【００４０】
　動作において、力が、閉鎖要素５６を介して、曲げられない圧力要素の部分５２の脚お
よび弾性の圧力要素の部分５１に及ぼされるときに、力はねじ頭に与えられる。ロッドは
、内ねじ５９を介してこれから独立して固定される。望まれれば、ロッドを可動なものし
て保持することができる。この場合、内ねじは、ロッドが受け部分のＵ字形の凹部におい
て滑動することができる程度までねじ込まれる。
【００４１】
　示された実施例において、部分５１および５２は互いに堅く接続され、圧力要素５０は
一体化して構成される。変形において、これは２つの部品で構成され、さらに図１に従っ
た実施例に従う弾性部分５１と、Ｕ字形の凹部を有する非弾性部分５２とからなる。
【００４２】
　図７は、第１の実施例に従った脊椎のための動的安定化装置を示している。これは特に
、椎間板または脊椎が除去され、それが、曲げられない融合要素６０、たとえば壁に開口
を有し、かつたとえば骨が成長するのを可能にする骨量で充填された管状のインプラント
によって取って代わられる場合に適用可能である。
【００４３】
　安定化装置は、後部領域において、２つの動的な骨固定装置１，１′を有し、これらは
曲げられないロッド１００を介して互いに接続される。骨固定装置１，１′の各々は、先
述の実施例のうちの１つに従って形成される。圧力要素の弾性的構成および関連する減衰
効果のために、正面の融合要素６０には、断続的で制限された圧力がもたらされ、これは
融合要素におけるおよびその周りでの骨の成長を加速させる。これによって、治癒過程が
速まる。
【００４４】
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　図８は、第２の実施例に従った脊椎のための動的安定化装置を示している。これは、特
に、椎間板が除去され、かつそれが椎間板の人工補装具６１によって取って代わられる場
合に適用することができる。安定化装置は、２つの動的な固定装置１０１，１０１′を含
み、これらは曲げられないロッド１００を介して互いに接続される。固定装置１０１，１
０１′の少なくとも１つは、図６に示された実施例に従って形成され、これは、圧力が圧
力要素５０を介してねじ頭に及ぼされるが、ロッドは軸方向において置き換え可能なまま
であるという点で区別される。安定化装置は、２つの固定装置の間のロッドに設けられた
ばね要素１０２と、ロッド上の少なくとも１つの留め具１０３とをさらに含み、この留め
具は、ロッド１００が滑動する際に保持される固定装置のばね要素１０２の向かい側に配
置される。図８に示された例において、２つのこのような留め具が設けられ、ロッドは双
方の固定装置１０１，１０１′において滑動するように保持される。ばね要素１０２は、
付勢された状態で固定装置の中間にもたらされるため、延長ばねとして作用する。
【００４５】
　動作において、ロッド１００の後部の長手方向の弾性と固定装置１０１，１０１′の多
軸の減衰とを組合せることによって、動きの制御が可能になり、椎間板の人工補装具にか
かる圧力が軽減される。安定化装置は、いかなる人工的な椎間板の構造にも適用すること
ができる。
【００４６】
　図９は、図８に示された安定化装置のさらなる適用例を示しており、これは、延長ばね
ロッドと、後部領域における先述の多軸減衰ねじの形態をした動的固定装置とを含む。こ
の適用例において、人間の椎間板は、圧力が軽減されると回復する程度まで損傷を受ける
。安定化装置は、人間の椎間板にかかる圧力を軽減し、同時に動きの範囲を制限して、椎
間板にさらなる損傷を与える極度の動きが生じないようにし、椎間板が静止した位相で、
たとえば夜にまたは横になる間に、回復することができる。
【００４７】
　図１１から１３において、本発明のさらなる実施例が記載される。図１から３に示され
る実施例の要素に対応する要素は、同じ参照数字を有する。図１１に従うと、この実施例
は、ロッドおよび頭部の間に配置される弾性圧力部材２０に加えて、第２の弾性圧力部材
６００を含む。第２の圧力部材はリング状であり、これは、カラー６が球の区分の形状を
した部分で隣接して形成される位置でねじ頭を囲むように配置される。示された実施例に
おいて、第２の圧力要素６００は、Ｏリングとして形成される。圧力部材の外径およびそ
の内部リングの直径は、圧力部材が受け部材５に挿入される図１１に示された負荷をかけ
られていない状態において、リングが頭部の外側および受け部材の内壁と接触するような
寸法にされる。ねじ要素を受け部分に挿入する際に、第２の圧力部材６００は既にねじ頭
に配置される。
【００４８】
　動作において、ロッドが固定される図１２に示された負荷をかけられた状態において、
圧力部材６００が変形される。圧力要素が変形されるときに生じる圧縮のために、圧力要
素は、ねじ頭に向かってばねを付勢する。図１３に従うと、ねじ要素２がその静止位置か
ら動くときに、第１の圧力部材２０によって、矢印Ｆ1によって示される上部からねじ頭
の正面７に作用する回復力がもたらされ、一方で第２の圧力部材６００は、矢印Ｆ2によ
って示される、正面７よりも横方向に下から作用し、かつ力Ｆ1に対して対角線状にずら
されたねじ頭に戻り力をもたらす。したがって、後者を図１３の矢印Ａによって示される
ようなその元の位置に戻すねじ頭に作用する戻り力が、第２の圧力部材６００によって増
大される。さらに、第２の圧力部材６００によって、第１の圧力要素２０の磨耗が減じら
れる。
【００４９】
　異なる可能性のある、第１の圧力部材２０および第２の圧力部材６００の素材を選択す
ることによって、減衰の所望の調整を達成することができる。たとえば、第１の圧力部材
は第２の圧力部材よりも堅いまたは圧縮性の弱い素材から形成される。
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【００５０】
　この実施例の変形において、第２の圧力要素はＯリングとしてではなく、成形されたリ
ングとして形成される。
【００５１】
　本発明は、上述の実施例に限定されない。個々の実施例の要素を他の実施例の要素と組
合わせることが可能である。特に、本発明は多軸ねじに限定されず、ねじを切られたシャ
ンクの代わりに、フックを固定要素として設けることができる。受け部分は、ねじを下か
ら受け部分に挿入することができるようにさらに構成することができる。この場合、成形
されたリングは、ねじ頭の端部停止として設けられる。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】圧力を加えていない状態における固定装置の第１の実施例の部分的な断面を示す
図である。
【図２】静止位置において圧力を加えた状態の、図１に従った固定装置の部分的な断面を
示す図である。
【図３】固定要素に力を作用させる際に圧力を加えた状態の、図１の固定装置の部分的な
断面を示す図である。
【図４】図１から３に示される固定要素の実施例の圧力要素の第２の実施例を概略的に示
す図である。
【図５ａ】固定要素の第２の実施例の部分的な断面を示す図である。
【図５ｂ】第２の実施例の変形のねじ要素を製造するための製造ステップを示す図である
。
【図５ｃ】第２の実施例の変形のねじ要素を製造するための製造ステップを示す図である
。
【図５ｄ】第２の実施例の変形のねじ要素を製造するための製造ステップを示す図である
。
【図５ｅ】第２の実施例の変形のねじ要素を製造するための製造ステップを示す図である
。
【図６】固定要素の第３の実施例の断面図である。
【図７】動的安定化装置の第１の実施例の概略図である。
【図８】第１の適用例における動的安定化装置の第２の実施例の概略図である。
【図９】第２の適用例における動的安定化装置の第２の実施例の概略図である。
【図１０ａ】動的固定装置のさらなる実施例の断面図である。
【図１０ｂ】動的固定装置のさらなる実施例の断面図である。
【図１０ｃ】動的固定装置のさらなる実施例の断面図である。
【図１１】負荷をかけていない状態の動的固定装置のさらなる実施例の断面図である。
【図１２】負荷をかけた状態の図１１に示された実施例を示す図である。
【図１３】図１１および１２に示された実施例の機能を概略的に表わす図である。
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